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ドイツ民主共和国の統一的講義要項
「社会主義政治経済学」
大 橋 昭
まえがき
ドイツ民主共和国では， 1973年ごろから最近にかけて，大学の各教科につ
いての統一的な講義要項(Lehrprogramm)が順次作製され発表されている。
ここに訳出紹介するのは社会主義政治経済学で，これは私が昨年同国に滞在
中，イエナ，フリードリッヒ・シラー大学のギュンクー・シュミット教授
(Gunter Schmidt,拙訳『現代経営学批判』の著者）より寄贈されたもので
ある。これ以外に，ベルリン経済大学のエケハルト・ザクセ教授(Ekkehard
Sachse)から社会主義経営経済学 (SozialistischeBetriebswirtschaft, 1974 
年）と労働経済学 (Arbeitsokonomie,1975年）の寄贈をうけたが，これらは
今後次号以下において紹介したい。
これらの講義要項はいずれも，学生に対する講義にあたって言及されるべ
き項目を指示しているのみで，その肉づけ，説明は担当教授の自由にまかさ
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れている。とはいえ，このような統一的な，義務的な，国定の講義要項が，
学問の自由の最高度に尊重されるべき大学において作製されることについ
て，われわれ日本人からすると，いかに社会主義国とはいえ，奇異の感をい
だかざるをえない。そこで，政治経済学講義要項の執筆者の一人であるシュ
ミット教授に，以下の 3点について質問を試みた。 (1)本講義要項は「義務
的」とあるが，どのような意味で義務的であり，実際の講義においてどのよ
うに使用されるものか。 (2)このような義務的講義要項が何故作製されたの
か。その必要性についていかなる討論がなされたのか。 (3)本講義要項は，大
学省の経済科学のための審議会での公開討論の後了承されたものとあるが，
そもそもいかにして作製されたものか。
これに対してシュミット教授から早速，日本の事情をも考慮して若干の基
本的考え方(These)も含めて返事をいただいた。これも併わせて訳出してお
く。シュミット教授は，これはあくまで政治経済学関係者としての説明であ
る旨，断っておられるが，事情は他の教科についても大体同様と思われる。
なお本講義要項(Lehrprogrammfir <las Lehrgebiet Politische Okon-
omie (Sozialismus) zur Ausbildiung in der Grundstudienrichtung Wir-
tschaftswissenschaften an den Universitiiten und Hochschulen in der 
DDR)は，同国の大学省の経済科学のための審議会の政治経済学作業班によ
り作製され，公開討議の後，大学での教育上義務的なもの(verbindlichesLe-
hrprogramm fir die Ausbildung an Universitiiten und Hochschulen 
der DDR)として， 1973年8月大学省長官により公表されたものである。
ギュンター。シュミット教授の説明文
(1) 社会主義諸国では，全経済は，マルクス・レーニン主義の統一的理論に
基づいて指導され計画されます。このことは全体経済にも個別経済にも妥当
します。この理論は日々実践において確められ，さらに発展させられます
し，その上，社会主義諸国間で広範な経験の交流が行われます。
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(2) 資本主義諸国では，弁護論的かつ実用的根拠から，国民経済の諸「理論」
やマネジメントの諸説が存在します。それらは根本的な考え，すなわち利澗
獲得経済の確保という点では，なんら区別されません。しかしそれらは，そ
れらが代弁する経済そのものと同様の競争下にあって，相互に区分された行
き方をとります。これが「学派」として，すなわち種々な大学で種々な代表
者によって形成される「学派」として，現出するのです。注意深い読者なら
ば，多用されている用語（それは多くの場合アメリカから借用したもので
す）と，証明不能な思索の中に，多くの場合，新しいものを何物も見出しえ
ないのです。
(3) かかるものに対して，社会主義の大学ではなんらの必要性も受け入れる
余地も有しません。社会主義経済の理論は，ある種の専門家や詩人により述
べられる事柄ではありません。それはすべての者によって学びとられ，理解
、されなければなりません。何故ならば，経済の完全な効率化を達成するた
め，すべての人が経済の形成に意識的に参加しなくてはならないからです。
もちろん理論の発展は，科学者の手により行われます。科学者たちは最高の
貢献をなすよう，相互に競い合うのです。
(4) 政治経済学はマルクス・レーニン主義の構成要素であり，理論体系とし
て， 200年来発展してきた， 歴史的真実性を常に論証されてきた一つの内的
論理をもっています。それが一つの科学的体系として発展することは，ある
個人やある一国でのみなされうるものではありません。それは共同研究の成
果としてのみ考えることができます。
(5) この事情が大学での教育をも規定します。この分野でも，共同研究によ
り，理論体系についての，国際的駆識の最新の水準に一致する一つの枠組
が，見出されなくてはなりませんん。この枠組の内的論理は，多数の本とし
て出版される教科書に，盛り込まれるべきものです。これにより，すべての
者に対して高い水準での勉学が保証されます。枠組みの内的な釣合と順序
は，一般的に言えば，一国内もしくは社会主義国相互間で大学の転入学が，
実質的な損失や時間のロスなしでいつでもなされうるように，選ばれるので
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す。
(6) 以上の如き，科学の最新の段階に理論的にも方法論的にも一致する『枠
組的プログラム』を作製するため，例えば大学省では， 『経済科学のための
審議会』を設けています。それは教科毎に設けられた一連の作業班から成り
ます。私は『政治経済学』作業班に属しますが，この班には，すべての大学
から幾人かの教授が自発的意思により参加しています。講師や助手の人も，
協力者としていつでも参加できます。ここでは各人の個別性，つまり各人の
考えは討論の中で自由に発表されます。枠組的プログラムの各編や全部分に
ついて，自由に構想や形成を行い，討議にかけます。時間をかけて（常に数
年）全体が一つの統一的枠組として完成します。それがわれわれによって確
証され，大臣により義務的なもの (verbindlich)として公表されるのです。
それによって，相対的に最高の水準での統一性は確保されます。 というの
は，加工そのものは，大学教員たち自身による熟達した活動だからです。
(7) これを土台として，すべての種類の教科書や教材そして教育上の勧告が
展開されますが，これらもやはり個人ではなしえられないものです。私たち
は，これによって，科学研究組織という硯代的考えに照応した活動様式が見
出されたと信じています。
(8) 時に応じて枠組的プログラムは再検討され，新しい経験に基づいて豊か
なものにれさます。個々の問題領域について，作業班は国内的あるいは国際
的会隊を開催します。討論は常に十分に行われます。
(9) 個々の大学教員の個性は，さらに，枠組に内容を肉づけする場合のその
人自身の能力にも現われます。そのためには経済実務，理論，方法論におけ
る独自の豊かな経験が役に立ちます。論争点に対する各自の研究成果や立場
は，各自特有のものです。その限りでは，社会主義国でも「学派」が存在し
ます。しかし学者の間は大変友好的で，お互い同志で破滅的競争をするよう
なことはありません。
U0) 社会主義で生活していない人は，常に資本主義の尺度で行動します。そ
ういう人には， 「一官吏」 （大臣）が教育内容を規定したり規定しうるよう
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にみえるかもわかりません。そういう人は条令の制定といったものを思い浮
ベ，われわれの行っている共同研究の何たるかが理解しにくいのです。われ
われの力は活動の自由を十分有していますが，理論家と実務家との間に人的
差異はありませんので（われわれはすべて理論家として活動する経済活動家
でもあります），時間が往々にして不足します。われわれは，思想を異にする
者に対して就職を禁止していることで有名な国〔西独ーー大橋〕にくらべる
と，広い自由を有していると思います。われわれにとって経済は，常に実験
の場として身近かなものです。それで，これに異議を唱える者がありましょ
うか。それはまさにわれわれの経済なのです。
（目標〕
理論分野「政治経済学」（社会主義）講義要項
ー理論分野「政治経済学」（社会主義）
の教育と指導の目標と内容一
ドイツ民主共和国において発達した社会主義社会の建設をさらに進めると
いう， ドイツ社会主義統一党(SED)第 8回党大会で決定された課題を遂行す
るについて，社会主義政治経済学の果たす意義は，ますます大きい。マルク
ス・レーニン主義の構成要素として，社会主義政治経済学の勉学は，経済科
学的諸専門分野における経済学的教育のイデオロギー的，理論的，方法論的
基礎である。社会主義政治経済学は，マルクス・レーニン主義の古典者たち
の認識およぴソ連共産党や SEDその他兄弟諸党の諸決議を出発点とし，マ
ルクス・レーニン主義の統一的世界観の部分として，学生たちによる労働者
階級の歴史的使命の理解とマルクス・レーニン主義世界観の展開と深化に役
立つものである。
社会主義政治経済学の勉学に際しては，常に，政治と経済の統一から出発
すべきであり， その際両者の関係においては政治が優先する。教育におい
て，社会主義政治経済学と，労働者階級の党により決定された経済政策的課
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題の遂行との，不可分の結合が確保されるべきである。理論分野・社会主義
政治経済学の教育は，社会主義の経済賭法則，その複合性，そして作用賭条
件についての根本的な理論的知識を集約的に身につけることを必要とする。
その場合，常に，労働者階級と全動労人民の利益のための，労働者階級の党
の指導のもとでの，人間の意識的行動の必然性と可能性とから，および社会
主義の客観的経済諸法則の意識的利用を目的とする国家と計画の役割から，
出発すべきである。
学生たちは，社会主義政治経済学の国際的本質を理解すべきである。すな
わち，社会主義政治経済学をば， ソ連共産党や他の兄弟諸党の闘争と経験の
結果として学ぶことを必要とする。社会主義政治経済学の国際的性格には，
社会主義的経済統合と発達した社会主義社会に対するそれのもつ重大な意議
が，不可分に結びついているのである。
（内容） 第 1部社会主義政治経済学入門
第 1購社会主義政治経済学の対象，機能，課題
マ）レクス・レーニン主義政治経済学の対象としての生産関係，および生産
力と上部構造に対するその相互関係。社会主義政治経済学の対象としての社
会主義の形成と発展および共産主義への移行の経済的法則性。社会主義のマ
ルクス・レーニン主義政治経済学の発展，古典者たちによるその基礎づけ。
社会主義経済建設の科学的綱領についてのレーニンによる確立。社会主義の
マルクス・レーニン主義政治経済学の，ソ連共産党や他の社会主義諸国の共
産党や労働者党による，一層の創造的発展。
生産関係が生産力の性格に一致するという法則と，社会主義におけるその
計画的作用様式。
社会主義の経済諸法則の客観的性格と，その法則利用の意識的計画的形式。
社会主義社会の計画的経済的行為の法則的性格。生産手段の社会的所有と労
働者階級の政治的権力を基礎とする，社会主義における客体一主体関係の特
殊性。
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社会主義政治経済学の党派性。支配階級たる労働者階級とそのマルクス・
レーニン主義党の道具としての社会主義政治経済学。社会主義政治経済学に
おけ党派性と客観的真理発見との結合。
社会主義政治経済学の特殊的諸機能。社会主義政治経済学のイデオロギー
形成的効力と生産的効力との不可分の統一。イデオロギー，政治および政治
経済学の統一と，政治の優先性。社会主義政治経済学，経済政策および経済
実践の弁証法的統一。経済理論発展の決定的源泉としての，社会主義諸国に
おける経済政策の実践的実現。
経済科学の休系における社会主義政治経済学の地位。社会主義政治経済学
と経済科学諸科目との相互開係。この相互関係における基礎科目としての社
会主義政治経済学の役割。
第 2講社会主義形成の経済的法則性
すべての社会主義以前の革命に対する社会主義革命の特異性。
資本主義から社会主義への移行期の必然性と，その社会経済的内容。資本
主義から社会主義への移行期の普逼妥当的な経済的法則性と，その遂行に際
しての民族的歴史的独自性。共産主義的社会構成休の発展の諸局面と諸段
階。社会主義の歴史的位置。
移行期におけるプロレクリアート執権の必然性と諸機能。社会主義建設の
過程でのマルクス・レーニン主義党の役割の増大。社会主義生産様式作出に
際しての労働階級の主要な道具としての社会主義国家。
経済の管制高地の掌握。最重要な生産手段の人民所有の作出と，その国家
形態の必然性。階級構造の根本的変化。
資本主義から社会主義への移行期における社会経済的構造と経済構造。社
会主義経済セククーの指導的役割。社会主義の経済諸法則の作用条件の形成
と，その作用領域。社会主義的生産の発展過程における労働者の増加と，か
れらの新しい社会主義的行動様式。多様なる社会経済的構造間における諸矛
盾と階級闘争。労働者階級と動労農民や他の階層との同盟関係5社会主義経
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済建設にあたっての商品一貨幣関係の利用。社会主義の物質的技術的基礎の
作出と，統一的社会主義国民経済の形成。社会主義的工業化。労働者階級の
指導・計画の能力向上。
農業の社会主義的改造。レーニン的な協同組合計画。生産協同組合におけ
る生産と生産手段の社会化。農業における生産の協同と，工業的生産方法の
形成の始り。手工業生産協同組合の形成。
社会主義経済作出の必要条件としての社会主義的文化革命，社会主義的意
識の発展，マルクス・レーニン主義世界観の勤労者の間での普及。労働者階
級からの新しい社会主義的知識人の育成。
生産と流通においてなお存する資本王義的要素の克服。社会主義的生産様
式形成の諸段階。社会主義的生産関係の完全なる最終的な勝利。資本主義再
生の社会経済的諸条件の消滅。人民の政治的・道徳的統一の形成。
発達した社会主義社会の主要なメルクマール。発達した社会主義経済の本
質的諸特徴。社会主義的諸国民・諸国家の間の経済関係の新しい性格。社会
主義的国家共同体の枠内における社会主義的成果の不滅性。発達した社会主
義社会の，共産主義という高度段階への成長。
第 2部 共産主義第 1段階としての社会主義の経済的法則性
第 1編社会主義的生産様式の基礎
第 3講 生産手段の社会的所有。社会主義における生産関係と生産力，およ
びその弁証法的相互闊係。労働の性格
社会主義社会における生産関係の構成要素と構造。社会主義的生産関係の
中核としての生産手段の社会的所有。社会的生産と社会的取得の統一。
生産手段の社会主義的所有の本質。社会主義的所有の階級的性格。全体経
済レベルにおける労働力と生産手段との合ー。この合一の意識性と計画性。
社会主義的所有の社会的性格の深化。社会主義的所有と民主集中制。
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生産手段の社会主義的所有の 2形態。人民所有の指導的役割。人民所有と
協同組合的社会主義的所有との関係。人民所有の分割不可能性。国家的中
央的指導と計画の基礎としての人民所有。人民所有における国家形態の必然
性。労働者階級の政治的権力の経済的基礎としての人民所有。人民所有と社
会主義的経済統合。社会主義社会における協同組合的社会主義的所有の地位
と役麒協同組合的社会主義的所有形態の国家的中央的指導と計画への編
入。社会主義の国家的所有に対するプルジョア的および社民的態度，集団所
有に対する改良主義的見解，およぴ社会主義的所有に対する毛沢東主義的見
解に対する批判と反論。社会主義における個人的所有。個人的所有の形成と
発展の基礎としての生産手段の社会的所有と勤労者の労働。社会的所有と個
人的所有との統一と相互関係。社会主義における個人的所有の主要な形態と
その発展の展望。
社会主義における生産力の体系と性格。その発展傾向，源泉およぴ原動
力。
社会主義における労働の直接に社会的な性格。活動的取得としての社会主
義的な社会的労働。社会主義的社会化過程と労働の性格の発展。生産手段所
有者としての勤労者の平等性。生産における勤労者の地位の根本的変化。欲
望充足を直接的目標とする，自分自身と社会のための勤労者の労働。共産主
義第 1段階における労働の性格の諸相遮。友好的階級や社会階層の労働の性
格と共同労働の形式。社会主義における労働の権利と義務。労働の権利と義
務実現のための政治的，経済的およびイデオロギー的諸基本条件。
社会主義社会における経済的利益と生産関係と法則。社会主義における経
済的利益の階級的性格。労働者階級の社会的利益の規定的役割。社会的利益，
集団的利益，個人的利益の間の，根本的利益の一致と矛盾の解決。社会主義
における道徳的関心性と物質的関心性。
第4講社会主義の経済基本法則
社会主義的生産の本質の表現としての経済基本法則。社会主義的生産の客
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観的目標規定としての，勤労者とくに労働者階級の物質的欲望と精神的欲望
のますます十分な充足と，人格の発展。
社会主義における社会的欲望と個人的欲望の客観的基礎と具体的歴史的性
格。その質的およぴ量的規定性。
社会主義における社会的必要，個人的欲望，生産，消費の間の相互関係。
生産の優先性。欲望増大の法則。目的と手段との統一としての社会主義の経
済基本法則。目的と手段との弁証法的統一における生産の発展。生産の出発
点と終局点としての消費。社会主義的生活様式の諸基本問題。
経済基本法則と時間の経済の法則。両法則の間の相互関連。社会的労働費
消を最小にしての欲望充足，経済的効率化，自由時間の拡大。社会的再生産
過程における包括的時間節約の可能性と基準。
社会主義的生産の原動力的法則としての経済基本法則。法則一欲望ー利害
との間の関連。社会主義の経済法則休系における経済基本法則の役割と地
位。社会主義の経済諸法則の複合的な共同作用。
社会主義的生産の目標についてのプルジョア的およぴ改良主義的立場，社
会主義が「消費社会」へ発展するという敵意ある見解，およぴ社会主義に敵
対する毛沢東主義的見解に対する批判と反論。
第 5講 国民経済の計画的な釣合のとれた発展の法則。社会主義国家の経済
的役割
社会主義における計画的発展の必然性と可能性。分業と生産の社会的性格
の発展。計画性の客観的必然性の発生。社会主義における包括的計画性の基
礎としての，労働者階級の政治的権力と生産手段の社会的所有。生産力と生
産関係の計画的発展ー一社会主義の本質的特徴。
勤労者の欲望と，社会主義的生産の計画的な釣合のとれた発展との関連。
物質的生産の計画と釣合の計画的形成との出発点としての欲望。社会主義に
おける釣合性の意識的な不断の維持。釣合性の質的およぴ量的規定性。経済
的予備の必然性。社会主義的生産の最適な釣合性の確保と経済的効率性。
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社会主義社会における計画の体系。社会主義のすべての経済法則の意識的
利用を基礎とする計画。国民経済の発展計画の科学的確立。社会主義的生産
の計画的な釣合のとれた発展による経済的利益の現実化。
計画についてのレーニン的諸原則。計画における民主集中制原則の実現。
中央計画の規定的役割。社会的生産の中央的国家的指導と計画を社会主義的
生産者集団の自己責任と結合すること。計画における民主集中制を基礎とす
る勤労者の創造的自発性の展開。生産の民主集中制と経済的刺激。
社会主義諸国における計画完全化のための根本的諸方向。国民経済の計画
的な釣合のとれた発展の法則と，社会主義的経済統合との根本的諸関連。
社会主義国家の経済的役割。社会主義的生産における，国家を通じての，
労働者階級とその党による指導的役割の実現。社会主義経済の計画的発展に
おける客観的要因と主観的要因との相互関係。個々の社会主義国の国家的経
済指導諸機関と計画諸機関における，民主集中制原則実現の普遍的特徴と独
自性。
経済相互援助会議の計画諸機関における国民的国家主権と共同作業。
国民経済の指導と計画におけるマルクス・レーニン主義党の指導的役割と
社会主義国家の役割に対する敵対的攻撃との対決。
第6講商品と貨幣。社会主義における価値法則
社会主義における商品生産の必然性。社会主義における商品生産と商品範
暗の社会経済的内容。社会主義社会における商品生産の計画的組織。国民経
済の計画的指導を強固とする手段としての商品一貨幣関係。社会主義におけ
る商品とその諸属性。社会主義における価値と使用価値との弁証法的相互関
係。規定的な経済的目標量としての使用価値。使用価値計画と価値計画との
統一。
社会主義における労働の二重性。社会主義における直接に社会的な労働と
しての抽象的労働と具体的労働。
社会主義における商品の個別的費用と社会的価値との弁証法。社会主義に
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おける経営個別的労働時間と社会的必要労働時間の計画。簡単労働と複雑労
働，および社会主義におけるその決定メルクマールと発展傾向。社会主義に
おける労働強度，労働生産性，価値量との間の関連と，この関連の計画的形
成の際における労働生産性向上の中心的役割。社会主義的商品の価値構成。
補填生産物，必要生産物，剰余生産物の価値。
社会主義社会における貨幣。価値尺度と価格の度量基準としての貨幣の機
能，流通手段としての機能，蓄積と貯蓄の手段としての機能，支払手段とし
ての機能，世界貨幣としての機能，およぴ社会主義における計画的利用の基
本方向。社会主義における貨幣通流法則と貨幣安定性の計画的確保。社会主
義社会における価値法則と価値範疇体系の内容，およびその計画的な作用様
式。社会主義における価値法則と時間の経済の法則との関連。社会主義にお
ける価値と価格との関連，および計画的な価値変容と，計画的価格形成の基
礎。国民経済の釣合，商品流通，貨幣流通の計画的形成のための，およぴ社
会主義的生産の経済的剌激のための，価値と価値範疇の利用。社会主義的経
済統合の計画的形成と経済的刺激のための，価値と価値範疇の利用。
毛沢東主義や新トロッキー主義による社会主義的市場経済や競争社会主義
の理論，価値法則やそれに闘連した諸範疇の社会主義での否定もしくは過小
評価に対する反論。
第 7講社会主義的生産過程
社会主義における生産過程の社会経済的性質。社会主義的生産の目標の，
生産力の発展段階による歴史的制約。生産の物的要因と主体的要因。生産フ
ォンドとその社会経済的本質。社会主義社会の労働力の港勢力。労働力と生
産手段との結合の性格。
社会主義的生産における勤労者の地位。生産過程における人間間の直接的
諸関係と社会主義的人間への人間の発展。社会主義的な労働文化， 労働条
件，生活条件。社会主義的生産過程の二重性と生産物。社会主義における労
働力再生産の性格。必要生産物と剰余生産物，その展開および勤労者による
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社会的取得。純所得。労働日，社会的標準的労働強度，労働生産性。労働と
費消の程度に対する社会的統制の必要性。社会主義における生産的労働。
労働生産性の絶えざる向上の法則と発達した社会主義社会の形成。社会的
労働の生産性向上の道すじ。社会主義における人間性，合理性と効率性の関
連。生産の外延的およぴ内包的発展方向。機械の社会主義的使用。労働の社
会主義的協同と，資本主義的協同に対する諸利点。社会主義的労働規律。
生産フォンドの技術的および価値的構成と，その変化。生産フォンドの物
理的磨損と無形の磨損。社会主義における肉体労働と精神労働との間の，簡
単労働と複雑労働との間の，およぴ郡市と地方との間の本質的差異。これら
差異克服の方法としての生産力の社会主義的発展。
社会主義における科学技術進歩，社会主義的合理化，社会的生産の生産方
法の完成化。科学技術革命と社会主義的経済休制の諸利点との有機的結合。
科学技術革命とともに圧倒的多数の勤労者の労働から創造性が消減するとい
う非科学的主張との対決。
直接的生産力としての科学の作用の増大。合理化推進者運動と革新者運動
の意義。社会主義における社会的生産の科学的組織と管理。科学的労働組織
(WAO)。勤労者の文化的技術的水準の向上と，その意義。社会主義的生産
の労働生産性と効率性向上のための社会主義競争の役割。
経済相互援助会議諸国間における生産過程の国際分業化の増大。
第8講労働給付に基づく分配
人間の人間による搾取の廃絶。社会主義における労働の権利と義務。生産
関係の性格と生産力の発展段階による分配様式の制約。
社会主義の経済基本法則の要請と，生産力および勤労者の意識の具休的歴
史的発展段階との本質的経済的な接続の形態としての労働給付原則。労働給
付に基づく分配の法則と社会主義の経済基本法則。分配関係における平等の
社会主義的段階と，その際における独自の諸矛盾と社会主義における解決の
形態。社会主義社会における労働給付に基づく分配の諸形態。生産の発展に
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際しての，社会主義的生産集団とその成員に対する物質的関心性と道徳的剌
激の強化。
社会主義における労働賃金の本質と諸形態。社会主義的賃金政策の基礎。
労働の質と量の評価の諸方法。労働生産性と労働所得額との相互関係。実質
労働賃金とそれを決定する諸要因。農業生産協同組合における労働に対する
報酬の本質。農業生産協同組合員における協同組合経済からの収入と家庭経
済からの収入との正しい結合。
人民の物質的および文化的生活水準向上に対する社会的消費フォンドの配
分の意義。
第 2編社会主義的拡大再生産の過程
第9講社会主義的拡大再生産
社会主義的再生産の本質。物質的生産の基礎，労働力およぴ生産関係の再
生産の統一。
経済相互援助会議加盟社会主義諸国の経済の不可分の要素としての社会主
義国民経済。
再生産過程の継続の条件としての， 4局面による再生産過程の順調なる経
過。再生産の全局面の，生産による，生産の発展水準による，および生産に
おける社会的関係による規定性。生産と消費との直接的な弁証法的関連。
単純再生産と拡大再生産の経済的内容。社会主義における拡大再生産の契
機としての単純再生産。再生産過程の外延的経過と内包的経過，およびその
諸開連。単純再生産，拡大再生産，外延的再生産およぴ内包的再生産との間
の弁証法。発達した社会主義社会形成の際における圧倒的なる内包的拡大再
生産への移行の必然性。発達した社会主義社会における再生産の基本型とし
ての内包的拡大再生産。
再生産過程の基礎および結果としての国富。欲望充足の水準ならびに生産
と再生産に対する国富の役割。国富の構成と，増加の本質的諸源泉。社会主
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義社会の国富の，国民経済的再生産過程に対する経済的意義。社会主義社会
の自然環境の保護，維持，改善の必然性。
社会的総生産物の生産，現物形態と価値形態におけるその構成要素。社会
的総生産物の増加の最も重要な諸要因。＇国民経済の構造。社会主義的再生産
の最も重要な釣合と，社会主義的国民経済の安定性，継続性および高い発展
テンポ確保のための社会的再生産過程におけるその機能。
社会主義国防衛の物質的保証から生じる，社会的総生産物の生産と配分に
対する要請。経済と社会主義軍隊，社会主義祖国防衛と防衛産業との諸関
連。軍事経済的予備。
社会主義的再生産過程における社会主義経済諸法則の全体としての作用。
生産手段生産と消費財生産との間の法則的諸関係。
社会的総生産物の現物形態と価値形態における実硯。消費財生産に対する
生産手段生産の優先的増加の法則。社会主義の物質的技術的基礎作出時にお
ける，発達した社会主義社会における，およぴ共産主義への移行期におけ
る，社会主義的生産の第 1部門と第2部門との間の経済的関係に対する諸要
請。
社会的総生産物とくに国民所得の分配と再分配。国民経済的再生産過程に
おける国民所得の地位。生産国民所得と可処分国民所得との相遮。国民経済
的再生産過程の効率の経済的基準としての国民所得とその増加。硯物形態と
価値形態での，純生産物に対する補填フォンドの割合，およぴ純生産物の補
填フォンドの関係を社会主義的再生産過程の成果向上の方向で変化させる諸
要因。国民所得の分配と再分配。生産的領域と非生産的領域，およぴ社会主
義的再生産過程におけるその相互関係。非物質的生産の物質的技術的基礎と
しての物質的生産。社会主義における生産的労働と非生産的労働。非生産的
領域の，社会主義的生産の発展と欲望充足と社会主義的人間の発展に対する
積極的役割。社会主義社会の発展とともに生じる，社会主義的国民経済の生
産的領域と非生産的領域との割合の変化の傾向。社会的総生産物とくに国民
所得の分配と再分配における国家財政の役割。
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国民所得の使用。国内で生産される国民所得と国内で使用される国民所得
の間の相遮。社会主義における国民所得使用の基準。蓄積フォンドとその使
用構造。消費フォンドとその構成要素。蓄積フォンドの消費フォンドに対す
る割合，蓄積と消費との相互関係。蓄積と消費との最適関係の問題。
経済相互援助会議諸国共同体における社会主義諸国家の計画的な構造政
策。社会主義諸国のソ連に対する経済的従属という敵意ある主張に対する反
論。科学技術革命の諸要件の貫徹に際しての社会主義的経済休制の諸利点の
利用。国民経済的釣合の形成と変化に対する計画方法。国民経済バランス表
の休系。計画とノルマチーフ。
第10講社会主義における蓄積と消費
社会主義的再生産過程における蓄積と消費の機能と地位。社会主義の経済
基本法則実硯の前提としての社会主義的再生産の拡大。拡大再生産，生産フ
ォンドの蓄積と拡大。蓄積，生産発展およぴ勤労者の個人的消費増加との間
の相互関係。
蓄積の本源的源泉としての剰余生産物。剰余生産物の蓄積部分と消費部
分，およびその最適な相互関係。非生産的フォンドの拡大と充実から蓄積過
程に生じる諸要請。生産的蓄積の機能と非生産的蓄積の機能。
蓄積率，蓄積量，蓄積の効率。外延的およぴ内包的拡大再生産の法則性と
経済政策的要件の貰徹の法則性に関連しての，蓄積フォンドの効果向上の必
然性。蓄積の効率と蓄積率との相互関係。社会主義諸国における蓄積率の段
階と発展傾向。蓄積と投資との関係。投資の経済的効率向上の主要な条件。
投資の構造と構造改善の諸方法。党と政府の投資政策。拡大再生産のテンポ
の促進と拡大再生産の最適構造の形成に対する，投資活動とその合理的形成
の意義。
社会主義的蓄積過程の社会主義的生産の質の変化に及ぼす影響。フォンド
の技術的構成の変化。社会主義的経済休制における生産社会化の進展と科学
技術進歩の実現を表現するものとしての，生産の集積と集中，およぴ計画的
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専門化と協同の深化・~社会主義的総生産。
消費フォンド拡大再生産の法則性。消費フォンドの合理的構造の発展。社
会主義的蓄積の法則と，社会全成員の生活水準の不断の改善の必然性。 「消
費社会」というブルジョア的見解との，および毛沢東主義的見解との対決。
労働力の拡大再生産。労働力の港勢力の発展と，労働可能住民の完全就業の
保証。能力ある幹部の育成，配分，合目的な投入。能力ある幹部の拡大再生
産。物質的生産就業者と非物質的領域就業者の関係の変化。社会主義的人口
法則。社会主義的拡大再生産の過程での，共産主義的社会構造に向けての，
人口の社会的構造の計画的変化。社会主義的蓄積の歴史的傾向。社会主義に
ついての反マルクス主義的見解との対決。
第11講科学技術革命の成果と社会主義経済体制の諸利点との有機的結合
科学技術革命と，社会主義の物質的技術的基礎の一層の発展との関連。科
学技術革命の基本方向。
科学技術進歩の促進に対する社会主義経済体制の諸利点。科学技術進歩の
貫徹と，主要課題完遂に対するその役割。
科学技術革命と社会主義経済体制の諸利点との有機的結合の本質的路線と
しての，国民経済的再生産過程の内包化。科学ー技術一生産のサイクルの形
成と，国民経済的再生産過程内包化に対するその意義。
科学技術革命と社会主義的経済統合深化との関連。
「脱工業化社会」という反マルクス主義的社会協同化との対決。
第12講社会主義における商品流通
社会主義における商品流通の社会経済的本質，範囲，諸形態。社会主義的
再生産における市場の本質とメルクマール，およぴ市場の計画的形成。社会
的労働の費消の計画的社会的承隠の形態としての商品販売。社会主義におけ
る供給と需要。
生産手段の流通。社会主義的再生産過程における生産手段商業の役割。都
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市と地方との間の商品流通。農産物の国家による買上げ。社会主義社会にお
ける消費財流通と消費財国内商業，およぴその機能。国家商業と協同組合商
業。卸売商業と小売商業。社会主義の経済基本法則に照応しての，生産と消
費の発展に対する商業の影響。
商業労働の生産的性格と非生産的性格。流通費用とその低下の諸方法。商
業経営の利潤とその源泉。
生産手段の価格とその構成。小売商業価格安定の確保。小売商業価格変化
の諸要因。対外経済における外国貿易と貿易独占の地位。外国貿易の構造。
外国貿易の経済的効率とその向上方法。社会主義における生産の釣合に対す
る外国貿易の影響。社会主義的経済統合の過程における外国貿易の発展。
第13講社会主義における財政金融，信用，貨幣流通
社会主義的財政金融の本質と役割。社会主義社会の財政金融の特異性と諸
利点。社会主義における財政金融の構造。
国家財政とその機能。社会主義国家の社会政策と経済政策の遂行に際して
の国家財政の地位，および，国民所得の分配と再分配における，ならびに社
会主義的再生産の財政金融におけるその役割。国家財政の歳入。国家財政の
歳出とその作用。
社会主義における信用の本質。社会主義的信用の源泉と機能。社会主義経
営の信用の諸形態と信用取引の諸原則。信用と利子。社会的再生産の発展に
際しての信用の役割。
社会主義社会の銀行制度。社会主義経済における銀行とその役割。国民経
済の指導と計画に際しての銀行の役割の向上。社会主義経営による生産物の
生産と販売の経済的指導方法と統制方法の発展に際しての銀行の役割。振替
勘定による決済。貨幣流通の計画と規制。貨幣流通と貨幣通流の計画の一層
の完成化
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第3編 経済計算制と経営フォンドの再生産
第14講社会主義国民経済における経営とコンビナートの役割。社会主義の
経済的カテゴリーとしての経済計算制
社会主義国民経済の本質的な環としての社会主義的生産経営。社会，経営，
勤労者各人との間の経済的諸関係と，その相互関連。国家と社会主義的協同
組合との経済的諸閲係—労働者階級と協同組合農民階級との同盟の経済基
本法則に基づいた内容。
社会主義的な計画的に組織された生産の経済的カテゴリーとしての経済計
算制。経済計算制と，社会主義の経済諸法則の利用。社会主義における経済
計算制と商品生産と価値法則との関連。計画と経済計算制との統一ーー中央
的国家的計画の根本的意義。社会主義において経営アウクルキーをというプ
ルジョア的および右翼修正主義的見解との対決と反論。社会全体の利益と，
各生産集団および勤労者各個人利益との一致。生産の経済的刺激と科学技術
進歩促進の形態と方法の徹底せる強化と完成化。生産の集積過程と，その具
体的諸形態。経済計算制の諸原則。
ソ連， ドイツ民主共和国および他の社会主義諸国における経済改革の，完
全なる経済計算制実現に対する意義。国民経済の中央指導の強化と，経営，
コンビナート，人民所有経営連合体の相対的な経済的自立性と自発性の拡
大。社会主義的協同組合における経済計算制の特異性。
経営とコンビナートにおける経済計算制の組織。経営内経済計算制の諸原
理。
部門と経営に対する，およびその指導に対する経済計算制諸原則の適用。
第15講経営のフォンド，その循環と回転
社会主義的生産フォンドの経済的内容。フォンドの循環と儲段階。生産フ
ォンドの機能規定。基本フォンドと流動フォンド。流通フォンド，社会主義
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的再生産過程におけるその運動。フォンドの回転。生産時間と労働時間。流
通時間。生産フォンド全体の回転速度と，その経済的意義。社会主義経営の
フォンドの回転速度促進の方法。
経営の生産基本フォンド，その回転と，その利用改善の方法および経済的
意義。基本フォンドの物理的磨損と道徳的磨損，償却，補填，更新，およぴ
生産基本フォンドの効率向上の諸方法。
経営の流動手段の回転と，その流通速度の指標。流動手段の回転速度促進
の諸方法一~生産協同組合におけるフォンド形成と
回転の特異性。
第16講社会主義における費用，利潤，価格
社会主義における費用の内容。
生産物の価値と原価。原価の構成と低下の諸要因。費用低下の闘争と，主
要課題遂行に対するその意義。純所得とその諸形態。集中化された国家純所
得。社会主義的生産における利潤，その本質と役割。統一的経営成果。社会
主義的生産の収益性と，その計算。利潤形成の諸要因。国家と，経済計算制
により運営される経営との間の利潤の分配。生産フォンド賦課金と，その経
済的性質。生産の効率向上に対する生産フォンド賦課金の役割。経営の純利
潤，その分配と利用。経営フォンド形成と再生産に対する，およぴ集団的な
らびに個人的物質的関心性向上に対する，純利潤の意義。
価値の貨幣表現としての価格と，・社会主義経済におけるその機能。価格の
構成。社会の純所得の分配と再分配に対する価格の役割。価格休系の社会主
義的内容。価格水準と価格相関性。生産手段と消費財の価格形成。経営出荷
価格，工業出荷価格，小売販売価格。農産物の価格形成。国家の価格統制。
生産費と価格。生産物の品質向上に対する，新技術導入に対する，およぴ
進歩的生産部門の発展に対する，価格の役割。
価格変化の必然性と客観的諸条件。生産の効率向上と価格への反映。価格
の動向に対する供給と需要の影響。価格の計画的安定と価格の弾力性。社会
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的生産の指導体系と計画休系の一層なる発展に伴う価格の完全化。
第17講社会主義における差額地代と農業生産の内包化
農業における経済的再生産過程と自然的再生産過程の相互関連。とくにエ
業的労働方法の発展による，農業生産の発展における内包化の意義の増大。
社会主義における地代。個々の社会主義国における土地の私的所有独占と絶
対地代の排絶，および社会主義における差額地代形成の根拠，条件，源泉。
差額地代 Iとその利用。
農業生産の集約化と差額地代I。土地肥沃度（土地改良等）向上の経済的
諸要因と，農業生産増加に対するその意義。差額地代Iの発生，分配およぴ
使用。農業生産の発展と充実に対する，およぴ勤労者の繁栄向上に対する，
差額地代Iの役割。農業の技術的装備を工業水準まで引き上げること，およ
び農業における機械的大規模生産への段階的移行。農業経営の経済的同一生
産水準の作出と収益性向上。社会的生産の発展における，農業経営の勤労者
集団に対する経済的剌激化，および差額地代と農産物価格と協同組合農民所
得との間の関連。採取産業における差額地代の問題と建築地地代。
第3部社会主義世界体制
第18講社会主義世界体制発展の経済的法則性
社会主義の国際的本質と社会主義世界体制形成の法則的性格。
社会主義世界経済発展の客観的基礎としての社会主義建設の一般的法則
性。社会主義世界経済における社会主義諸国の一般的利益と特殊的利益との
結合。社会主義世界経済形成の法則的過程としての社会主義的統合。社会主
義的経済統合の中心としてのソ連。
社会主義的国際分業の本質と計画的発展の諸原則。
社会主義生産関係を基礎とする，生産力国際化の新しい特性。社会主義諸
国の物質資源，労働資源，財務資源の合理的効果的利用を確保するに際して
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の，労働の社会主義的国際分業と協業の役割。社会主義世界体制における生
産の専門化と協同化の諸形態。発達した社会主義社会の形成と発展のため
の，および科学技術革命の成果を社会主義経済体制の利点と有機的に結合す
るための，社会主義諸国の力の団結。
社会主義的国際主義の諸原則実硯の現れとしての，社会主義諸国間の経済
協力と相互援助の主要諸形態。国民経済計画の自発的調整。社会主義的国家
共同体諸国の，計画の分野での協力の諸形態と，国際協定の経済政策や経済
実践での実施。経済政策およぴ科学政策の協調と，共通の経済政策および科
学政策の諸要素の形成。経済相互援助会議，およぴ経済協力の計画的組織化
に対するその役割。
社会主義の強化と社会主義の利点の完全なる展開に対する決定的な貢献で
ある社会主義的経済統合という複合的プログラムの徹底的なる実硯。
社会主義的経済統合の前進による，社会主義の経済諸法則の作用領域の拡
大と作用条件の変化。
社会主義社会の発展法則の国際的性格と，その作用の民族国家的な範囲。
社会主義的経済統合の複合プログラムに照応した生産の国際的組織形態の形
成。この過程における社会主義の経済基本法則の中心的地位およぴ国民経済
の計画的な釣合のとれた発展法則の地位。社会主義的国家共同休諸国の経済
発展水準の接近の法則。
第19講両世界経済体制の経済競争。
資本主義と社会主義の闘争形態としての両世界休制の経済競争の本質—
その諸段階。両世界休制間の経済競争の客観的必然性。経済競争の発展の評
価のための基準と指標。経済成長の社会内容，方法と様式，テンボ，原動力
および継続性における社会主義の優越性。社会主義諸国家の経済諧勢力の増
大と両世界体制間の経済力の関係の社会主義に有利な変化。
科学技術革命の条件下における経済競争。資本主義世界体制との経済競争
における社会主義勝利に対する，科学技術進歩促進，生産の質改善および社
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会的生産の効率向上の意義。経済競争の要因としての社会主義諸国と資本主
義諸国の経済的諸関係。国家貿易独占と為替独占を基礎とする，社会主義諸
国の資本主義諸国との外国貿易と，その経済的効率。
世界市場での社会主義諸国の競争力向上。社会主義諸国の反帝国主義的民
族国家との経済的諸関係。経済競争における社会主義勝利の，革命的世界過
程に与える影響。経済競争における社会主義勝利の法則性。
第20講社会主義から共産主義への成長の経済的法則性
共産主義的社会構成休という枠内での社会主義と共産主義との関係。社会
主義国民経済と共産主義国民経済との共通する利点と相遮するメルクマー
ル。社会主義の共産主義への成長の経済的法則性。共産主義への発展の前提
としての社会主義社会の全面的完成化。共産主義の段階的形成。
共産主義の物質的技術的基礎建設に対する土台としての社会主義の物質的
技術的基礎の強化。労働生産性の急速なる向上のための，およぴ共産主義的
生産関係の漸次的形成のための本質的条件としての，共産主義の物質的技術
的基礎の作出。共産主義の物質的技術的基礎の質的メルクマールの規定。生
産関係や他の社会主義的社会関係の共産主義的関係への，物質的に条件づけ
られたかつ漸次的な転化。
物質的技術的基礎の作出一共産主義への移行の経済的主要課題。社会的
生産力発展の新しい段階への移行としての共産主義の物質的技術的基礎の作
出。共産主義の物質的技術的基礎作出の根本方向。
共産主義の物質的技術的基礎作出と，社会主義的所有の共産主義的所有ヘ
の成長過程との相互作用。
社会主義的社会的所有の 2形態の接近の道すじ，都市と地方との社会的階
級的差異の漸次的克服。生産手段の統一的共産主義的所有の作出。
〔教育上・方法上の指示〕
社会主義政治経済学の創造的な修得と適用にとって決定的な意義をもつも
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のは，学生の継続的かつ体系的な独習である。独習は，社会主義政治経済学
分野の大学教員と学問協力者により指導されるものであるが，その中心とな
るのはマルクス・レーニン主義の古典者たちの著作とソ連共産党， ドイツ社
会主義統一党や他の国際的労働運動のマルクス・レーニン主義諸党の決議の
学習である。
ゼミナールは，社会主義の根本的な世界観的，政治的・イデオロギー的，
経済的諸問題を取り扱うために行われるべきであり，それは独習で得られた
知識と能力のコントロールと強化に役立つものである。
理論分野・政治経済学（社会主義）の時間配当は次の通りとする。
1講義 l立，レ 1 計
社会主義政治経済学入門 10時間I10時間I20時間
共産主義第1段階としての社会主義の経済的法則性
第1絹社会主義的生産様式の基礎 28 
第2編社会主義的拡大再生産の過程 24 
第3編 経済計算制と経営フォンドの再生産 14 
社会主義世界体制 8 
社会主義から共産主義への成長の経済的法則性 2 
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